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中東及びエマージング地域動向把握のための「定点観測」 

 

        株式会社 三菱東京 UFJ 銀行 

 中近東エグゼクティブアドバイザー   

 九門 康之 

以前住んでいた町や国に一歩足を踏み入れると空気の匂いで昔の光景がよみがえっ

てくることがあります。私にとっては、バハレーン空港に到着した時の潮風と乾燥した

中東の香りや、カイロ空港のアフリカを感じさせる砂漠の砂の匂いです。他方、実際の

世界は少しずつ変化を重ね、気がつくと全く違う世界になっていることも珍しくありま

せん。カイロは急速に都市化し、バハレーン・ドバイ他湾岸諸国には近代的な高層ビル

が林立しています。 

政治・経済・社会を継続して見守ることで変化を感じ取ること、これが地域モニター

の取り組み、即ち「定点観測」です。表面的には長く変化の無い時期や、革命等により

急激に政治経済基盤が逆転してしまうこともあります。しかしながら、本質的な変化は

表面の平穏さや急激な動きではなくその背後にあります。モニターを続け小さな変化へ

の気付きを積み上げることで、大きな方向性が見えてきます。 

定点観測は、政治・経済動向及び地域社会動向を対象とします。マクロ経済動向やミ

クロレベルでのビジネスの動きを参考にし、地域社会動向は現場で相手と話しをして肌

で感じ取ります。その作業は、毎日の一般情報を整理することから始まり、各種統計類

の分析、地場コンタクトポイント（中央銀行、コルレス銀行の調査部等）との定期面談、

当行の営業担当者との日常会話から情報を収集します。誰が何を言っているかも重要な

ポイントです。 

中東地域情勢であれば国内外に定点観測をしている機関があります。公益財団法人中

東調査会、一般財団法人日本エネルギー経済研究所、中東研究センター(JIME)等、海外

ではロンドン The Royal Institute of International Affairs（チャタムハウス）が有名です。 

定点観測を行う際の先達の知恵をひとつご紹介致しましょう。どのような情報も、内

容の吟味が第一ですが、それに劣らず重要なのが「誰が（どの国が）、何を言ったか」

という点です。これはその情報が述べている内容が状況から判断して正しいかどうかと

いう問題ではなく「（発言者が）どのような立場でそれを行ったか」について考えるこ

とを目指します。例えば、エジプト政府が中東の外交問題についてコメントした場合、 
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その内容の可否より「エジプトが何を言ったか」に注目すると国夫々の立ち位置が判り

ます。 

地域が自己主張を始め、グローバル化した経済が再び地域に回帰する兆しがあります。

グローバル経済は標準化と単純化が原則ですが、地域経済は多様性と複合性が基本です。

地域情報をステレオタイプ的に丸め上げてしまうのではなく、定点観測をし中身をじっ

と見つめた上で細かな違いを理解していく根気と努力の重要性が増しているのではな

いかと思います。 
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